
しらかみニュース

　

平
成
25
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を
協
議
す
る
、
Ｊ

Ａ
大
豆
生
産
組
合
総
会
が
４
月
11
日
に
開
催
さ
れ
、

全
議
案
を
原
案
通
り
承
認
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
高
橋
信
男
組
合
長
が
「
24
年
度
は
天

候
不
順
が
品
質
や
収
量
に
大
き
く
影
響
し
た
が
、
そ

の
経
験
を
糧
に
栽
培
管
理
を
改
善
し
、
安
定
し
た
出

荷
を
目
指
す
。」
と
抱
負
を
語
り
、
そ
の
後
協
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

能
代
市
農
業
振
興
課
か

ら
、
大
豆
・
麦
等
生
産

体
制
緊
急
整
備
事
業
に

お
け
る
助
成
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
補
助
を
利
用
し
た

土
壌
改
良
剤
の
使
用

や
、
農
業
機
械
の
リ
ー

ス
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
ま
し
た
。

　

能
代
市
が
全
国
に
誇

る
能
代
工
業
高
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
対

し
、
Ｊ
Ａ
と
能
代
市
は

応
援
と
し
て
、
同
部
の

寮
生
と
下
宿
生
に
向
け

て
、
１
人
あ
た
り
60
㎏

の
玄
米
を
寄
贈
い
た
し

ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は

「
バ
ス
ケ
の
街
づ
く
り

計
画
」
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
で
２
年
目
と
な
り
ま
す
。
贈

呈
に
あ
た
り
、
袴
田
組
合
長
は
「
愛
情
込
め
ら
れ
た

美
味
し
い
お
米
を
食
べ
て
、
よ
り
一
層
練
習
に
励
ん

で
下
さ
い
。」
と
激
励
。
そ
れ
に
対
し
、
部
員
代
表

の
川
満
翔
太
さ
ん
は「
地
域
の
方
々
の
期
待
に
応
え
、

全
国
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。」
と
抱
負
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ＪＡと能代市が共同で、１人あたり玄米60㎏を寄贈

地域一体で、能代工業バスケットボール部を応援

▲能代工業高校バスケットボール部へ白神米を寄贈

ＪＡ・行政と一体となって、事業拡大を図る

天候不順に左右されない、栽培技術の確立を目指す

▲地域の大豆栽培技術向上・規模拡大に思いを語る高橋組合長

　
Ｊ
Ａ
稲
作
部
会
総
会
（
大
塚
公
隆
部
会
長
）
が
４

月
15
日
に
開
催
さ
れ
、
平
成
24
年
度
の
事
業
実
績
や

平
成
25
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を
協
議
し
、
全
議
案

を
原
案
通
り
承
認
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
部
員
や
Ｊ
Ａ
な
ど
、
約
20
名
が
参
加
。

は
じ
め
に
袴
田
組
合
長
が
、「
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
利
用
し
た
水
田
農
業
の
振
興
を
進
め
、
地
域

農
業
の
重
要
性
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た

い
。」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。
事
業
計
画
で
は
、

健
苗
コ
ン
ク
ー
ル
の
実

施
や
、
展
示
圃
の
充
実

に
よ
る
栽
培
技
術
向
上

へ
の
取
り
組
み
な
ど
が

協
議
さ
れ
、
更
な
る
白

神
米
ブ
ラ
ン
ド
強
化
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

平成25年度ＪＡ稲作部会総会を開催

高品質米の収量増加と、安定供給を誓い合う

▲社会における農業の多目的な役割の重要性を語る袴田組合長

10
2013.5月号

双子座（5・21〜 6・21）　前向きな気持ちになり、パワフルに動き回れるはず。過去に駄目だったことにリベンジできるので、意欲的に


